
 

 

平成 26 年 10月 10 日 

復 興 庁    

 

 

平成 26 年度 地域復興マッチング「結
ゆ い

の 場
ば

」における 

ワークショップへの参加企業（支援提案企業）の募集について 

 

 

 東日本大震災の発災から３年半が経過し、被災地域のインフラや産業の施設・設備

の復旧が進む一方で、未だに多くの被災地域企業は、自らの努力では解決できない

様々な経営課題を抱えています。 

復興庁では、被災地域の企業が抱える多様な経営課題の解決を図るため、大手企業

等が、技術、情報、販路など、自らの経営資源を幅広く提供する支援事業の形成の場

として、「地域復興マッチング『結の場』」を実施しています。 

今般、被災地域企業と大手企業等が対話を行うワークショップを以下の４地域で開

催いたします。 

つきましては、本ワークショップに参加し、被災地域企業に対し、多様な支援提案

を行っていただける企業（支援提案企業）を募集いたしますので、下記の募集要項に

従い、ご応募ください。 

なお、支援提案企業募集に伴い、「結の場」に関する事業説明会を開催いたします。

本事業にご関心のある企業におかれては、本説明会への参加も併せてご検討ください。 

 

 

記 

 

１．ワークショップの開催場所および開催予定時期 

  ①福島県南相馬市（平成 26年 12月上旬頃） 

  ②宮城県多賀城市（平成 27年 1月下旬頃） 

  ③岩手県大船渡市（平成 27年 2月上旬頃） 

  ④宮城県気仙沼市（平成 27年 2月中旬頃） 

   ※被災地域の参加企業は、開催場所近隣地域において調整中。 

 

２．応募資格 

 上記各地域におけるワークショップ（いずれか一つ以上）に参加し、被災地域企業

に対して、人材、物資、情報、ノウハウ等の自社内の経営資源を活用した支援を積極

的に検討いただける企業 

 

３．募集企業数 

 各地域のワークショップとも 20社程度（予定） 

記 者 発 表 資 料 



４．応募書類 

①結の場ワークショップ参加申込書（excelファイル）

②自社紹介資料（様式自由）

※事業概要が分かるもの（例：会社案内等）をご提出ください。

５．応募方法 

応募書類①及び②を、メールもしくは郵送にてご提出ください。 

＜メールによる提出先＞ 

メールアドレス： kigyorenkeisuishinshitsu@cas.go.jp 

※件名に「結の場ワークショップ参加申込」とご記入ください。 

＜郵送による提出先＞ 

〒107-0052 東京都港区赤坂 1-9-13三会堂ビル 1階 

復興庁 企業連携推進室 結の場 担当 

６．応募締切 

平成 26年 11月 14日（金）必着 

７．支援提案企業向け事業説明会 

○日 時：平成 26年 10月 23日（木） 13:30～15:00 

○場 所：復興庁会議室 

〒107-0052 東京都港区赤坂 1-9-13三会堂ビル 

○申込方法：平成 26年 10月 22日（水）17:00までにメールでお申込みください。 

※メール本文に、①企業名・団体名、②参加者氏名、③住所、④電話番

号、件名に「支援提案企業向け説明会に参加希望」とご記入ください。 

○申 込 先： kigyorenkeisuishinshitsu@cas.go.jp

※支援提案企業の応募にあたって、本説明会への参加は必須ではありません。

８．参考資料 

○地域復興マッチング「結の場」の概要

※これまで「結の場」の成果は、復興庁ホームページに掲載しています。

「復興庁トップページ」▶「復興に向けた取組」▶「産業の復興・復旧に向けて」▶

「Ⅴ．官民連携の取組」▶「民間企業との連携」▶「地域復興マッチング『結の場』」

（http://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat4/sub-cat4-1/yuinoba.html）

以 上 

（本件に関するお問い合わせ先） 

復興庁 企業連携推進室 麻岡、中村、皆藤 
ＴＥＬ：０３－５５４５－７２５３ 

http://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat4/sub-cat4-1/yuinoba.html
http://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat4/sub-cat4-1/h26yuinoba_workshop_entrysheet.xlsx


地域復興マッチング『結の場』の概要 
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災
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域
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【経営課題（例）】 

・ 新商品の開発手法がわからない

・ 施設は復旧したが、販路がない

・ 企画立案担当者などの担い手不足

大
手
企
業
等

【支援提案（例）】 

・自社ノウハウやアイデアの提供

・社内販売、社員食堂等での販売機会提供

・人材育成支援・研修プログラム提供

○大手企業と被災地域企業とのマッチングを目的としたワークショップを開催。
○大手企業は、被災地域の企業ニーズに応え、自社の利害を超えて、技術、情報、販路など、

自らの経営資源を被災地域企業に幅広く提供。
○被災地域企業は、通常のビジネスマッチングでは得られない販路やアイデア等を得られる。

・平成24～25年度に岩手、
宮城、福島で６回開催。 

・被災地域企業49社、 
支援企業延べ160社参加。 

石巻の成果例：企業マルシェの開催 

ゆ い 

気仙沼の成果例：地域資源のブランド化支援 

課題相談

開催日 開催場所 地域企業 支援企業

H24.11.28 宮城県石巻市 １３社 ３５社

H25.2.13 宮城県気仙沼市 １０社 ３３社

H25.11.7 宮城県南三陸町 ６社 ２１社

H25.12.4 宮城県亘理町・山元町 ６社 １９社

H26.1.29 岩手県宮古市 ６社 ２６社

H26.2.6 福島県福島市 ８社 ２６社 ワークショップで議論する様子

○大手企業が、社員食堂などの
自社施設を、イベント・物販の
場として提供する「企業マル
シェ」を実施。

○大手企業が、被災地の食
品加工業等に、サメ肉の
高付加価値化、新商品開
発のアイデア提案や、販
売促進、ＰＲ活動に協力。 ＰＲ活動支援の一環として、

ＨＰを作成企業マルシェ開催風景

ワークショップ
において検討

連携事業の創出

ワークショップ開催実績 

マッチング 

課題 
相談 

支援 
提案 

参考資料
ば 
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